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この便りはご注文の品と 
    いっしょにお届けします 

    

スウェーデン大使館での「「「「スウェーデンスウェーデンスウェーデンスウェーデンのののの絵本原書絵本原書絵本原書絵本原書ととととウォウォウォウォ

ルドルフルドルフルドルフルドルフ人形展人形展人形展人形展」」」」が終了しました。 

会期中に行われたこどものため

のお話と手仕事のワークショップ

や、大人のための「ヨアキム」作り

ワークショップは、おかげさまで大

盛況でした。連日たくさんの方にご

来場いただき、ウォルドルフ人形が

多くの方々に愛されていることを

実感し、また、たくさんの新しい出会いをいただいた 3 週間でした。 

 ウォルドルフ人形で遊べるコーナーには、着替え用の洋服や

人形用のベビーカーなどと共に、大使館からお借りした、実際

に子どもが中に入れる木のおう

ちが設えられ、出たり入ったり、

みんな長時間とっても楽しそう

に遊んでいってくれました。 

今回展示した人形たちは、こ

のあと北海道を皮切りに各地を

巡回します。 

    

「「「「ウォルドルフウォルドルフウォルドルフウォルドルフ人形人形人形人形のののの四季四季四季四季」」」」    
－－－－２００９２００９２００９２００９、、、、スウェーデンスウェーデンスウェーデンスウェーデン大使館作品展大使館作品展大使館作品展大使館作品展よりよりよりよりーーーー 

9 月 9 日(水)～10 月 11 日(日) スウェーデン交流センター 10:00～16:30（火曜休館）   

石狩郡当別町スウェーデンヒルズビレッジ 2-3-1 TEL：0133-26-2360 
★９月２７日(日) 13:00～16:00 大使館で大好評だった「ヨアキム」作りワークショップ

をおこないます。お申し込みはスウェーデン交流センターまで。 

１０月１７日(土)～1９日(月) 定禅寺 Lokkan ギャルレ  

仙台市青葉区国分町 3-35 TEL：022-397-7488 担当：清野トモ子 
この後、前橋、名古屋、東京、松江と巡回します。お近くの方、どうぞお楽しみに！  

  

そのそのそのその他他他他のののの作品展作品展作品展作品展のおしらせのおしらせのおしらせのおしらせ 

９月１日(火)～１３日(日) ウォルナットグローブ  

今治市北鳥生町 2－4－28 TEL：0898-33-1005 担当：橋本美如 

１０月１日(木)～１２日(月) こども冨貴堂  

旭川市７条８丁目買物公園 TEL：0166-25-3169 担当：村本泰江 

★スウェーデンひつじの詩舎は、VOLVO カーズ東名横浜の「北欧のおもちゃフェア」に参

加します。販売品もご用意しています。どうぞお出かけください。 

９月５日(土)～２３日(水) 町田市鶴間 692  TEL:042-796-1171 

★第９回東京スピニングパーティーが 9 月 13 日(日)と 14 日(月)、 中央区晴海埠頭客船タ

ーミナルにて行われます。今年のテーマは「ラグ・タペストリー」！ 

  
ぱたぽんぱたぽんぱたぽんぱたぽん通信通信通信通信                「「「「LyreLyreLyreLyre    2009200920092009    JarnaJarnaJarnaJarna」」」」にににに参加参加参加参加してしてしてして 

3 年に一度開かれるライアーの世界大会が ７/31～8/

３の期間スウェーデンのヤーナで開催され約170名が参加

しました。 

ライアーは 1926 年に、音楽家のエドモント・プラハト

と、彫刻家のローター・ゲルトナーが、ルドルフ・シュタ

イナーの思想や言葉から得たインスピレーションをもとに

共同で制作し、人智学的治療教育の現場で使われてきた楽

器です。会場になったソルビックスクールは、ストックホ

ルムから約５５㎞の地点にあり、バルト海に面した美しい

自然保護区に位置する、ヴォルドルフ・スクールです。また、数㎞先にはシュタイナーの思

想から生まれた、バイオダイナミック農法を行う農場や、病

院、レストラン、教育施設、宿泊施設などが広大な敷地に建

てられ、まるで一つの村のようでした。ここには年間を通し

て多くの方が、様々なセミナーに参加するために訪れていま

す。 

『ライアー大会 2009』では、音楽・芸術教育者であるペ

ア・アルボム氏、作曲家・オイリュトミストでもあるボルカ・

ディールマン氏の曲を全員で演奏し、コンサートを開催する

というプログラムが組まれ、毎日全員で練習する時間が

ありました。会場には英語・ドイツ語・スウェーデン語

など様々な言語が飛び交いますが、ライアーの持つ音色

は共通です。言葉が通じなくても、音楽を通してみんな

が同じ曲に取り組み、指揮者の動きによって曲を作り出

していくその過程は、私たちの気持ちを１つに包み込ん

でいくようでした。 

他には選択した３つの分科会での学びや、交流会の時

間。また、各国から参加しているグループの演奏会もあ

り、ブラジル、アイルランド、ドイツ、イスラエルの方々の素晴

らしい演奏を聴くことができました。 

私たち日本人も 25 名で、日本の曲から「お江戸日本橋」他 3

曲も演奏し、みなさんに大きな拍手を頂くことができました。そ

して最終日には、ドルナッハから参加のオイリュトミーグループ

による公演がありました。ライアーの音色や言葉が、オイリュト

ミストによって見える音楽となり、流れるような動きにシルクが

風のようにゆれ、動きと共に照明が変化していく素晴らしい舞台

を堪能しました。 

この世界大会には、各国から演奏家、教育者、治療教育者、そしてライアー工房のビルダ

ーなどライアーに関わる方が集まり、共に演奏し、学ぶことができる素晴らしい機会です。

また 3 年後の大会に参加できるように、これからもライアーの学びを深めたいと思っていま

す。                          根本裕美（茨城県日立市在住）     

 
編集担当：佐藤治子 
スウェーデンひつじの詩舎のホームページ

http://www.s-hitsuji.co.jp/ 


